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行事予定  ※26 日～翌月 25 日までの予定を掲載しています 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予定の行事が変更・中止と 

なることがございます。 

 

月 日 行 事 内 容 場  所 時 間 

 31(月) 健康増進グループ 百歳体操 室根市民センター 10:00～12:00 

 7(月) 健康増進グループ 百歳体操 室根市民センター 10:00～12:00 

8(火) 成人教育「陶芸教室」 第 1 回 あすみ工房 8:45～ 

11(金) イブニングヨガ 室根体育館卓球室 19:00～20:30 

13(日) 2 区女性学級「寄せ植え教室」 浜横沢下地区会館 9:00～ 

14(月) 健康増進グループ 百歳体操 

文化史講座「室根の神社仏閣を知ろう！」 

室根市民センター 

室根市民センター 

10:00～12:00 

10:00～12:00 

17(木) 成人教育「墨彩画教室」第 1 回 室根市民センター 9:00～12:00 

18(金) 成人教育「コケ玉教室」 

イブニングヨガ 

室根市民センター 

室根体育館卓球室 

 9:00～12:00 

19:00～20:30 

21(月) 健康増進グループ 百歳体操 室根市民センター 10:00～12:00 

22(火) 陶芸教室「高台削り(希望者のみ)」 あすみ工房  8:45～ 
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室
根
山
で
は
、
５
月
22
日(

土)

～
６
月
６
日(

日)

ま

で
、
「
つ
つ
じ
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ツ
ツ
ジ
の
開
花
状
況
に
つ
い
て
は
、
取
材
に
訪
れ
た

５
月
15
日
時
点
で
６
合
目
付
近
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
満
開
に
向
け
て
、
室
根
山
が
色
づ
い
て
い
く

風
景
が
楽
し
め
そ
う
で
す
。 

 

ま
た
、
室
根
市
民
セ
ン
タ
ー
に
は
、
今
年
も
ツ
バ
メ
が

訪
れ
、
新
た
な
巣
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。 

 

現
時
点
で
は
ま
だ
ヒ
ナ
が
孵
っ
た
様
子
は
確
認
で
き

て
い
ま
せ
ん
が
、
カ
ラ
ス
対
策
な
ど
に
気
を
つ
け
つ
つ

市
民
セ
ン
タ
ー
職
員
一
同
で
見
守
っ
て
い
ま
す
。 

室
根
山
へ
、
さ
わ
や
か
な
風
景
を
感
じ
に
お
出
か
け

く
だ
さ
い
！ 

 

室
根
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
５
月
15
日(

土)

16
日(

日)

の
２
日
間
、

む
ろ
ね
山
野
草
の
会(

小
山
仁
会
長)

と
室
根
市
民
セ
ン
タ
ー
の
共
催
に

よ
る
「
春
の
山
野
草
・
盆
栽
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

「
山
野
草
展
」「
盆
栽
展
」
は
、
春
の
行
事
と
し
て
毎
年
５
月
と
６
月

に
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
中
止
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
と
し
て
規
模
を
縮
小
し
開
催
し
ま

し
た
が
、
室
根
市
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
全
体
に
、
む
ろ
ね
山
野
草
の
会

会
員
一
人
ひ
と
り
が
育
て
た
山
野
草
や
盆
栽
、
コ
ケ
玉
な
ど
80
点
を
超

え
る
作
品
が
並
び
、
訪
れ
た
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。 

 

展
示
会
場
に
は
「
む
ろ
ね
山
野
草
の
会
」
会
員
の
皆
さ
ん
が
常
駐
し
、

来
場
者
か
ら
、
珍
し
い
品
種
に
つ
い
て
や
、
植
木
の
世
話
に
つ
い
て
な

ど
質
問
さ
れ
る
と
、
丁
寧
に
答
え
て
い
ま
し
た
。 

 

訪
れ
た
人
た
ち
は
、
季
節
の
美
し
い
草
花
の
数
々
を
、
興
味
深
い
様

子
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

５月 

６
月  

3 合目付近のツツジ（R3.5.15 撮影） 

※カラー版はホームページに掲載

しています。ぜひご覧ください！ 

蟻塚公園のツツジ（R3.5.15撮影） ツバメ（R3.5.18 撮影） 

【
地
域
の
話
題
】 

室
根
山 

春
爛
漫
！ 

 

 印刷・コピー利用についてのご案内 
室根市民センターでは、施設利用の他、文書・写真等のコピー

やプリント、印刷についてもご利用いただけます。 

 土日など、施設が休館している際に印刷・コピーなどを利用し

たい場合には、施設開館時（平日８時 30 分～17 時 15 分）に

室根市民センター（☎：64-2347）までご相談ください。 

また、印刷・コピー料につきましても、印刷内容によって違い

がありますので、ご利用の際はお問い合わせください。 

【編集後記】  
 すっかり暖かくなり、散歩にもドライブにもいい季節になりま
したね。室根山では、ツツジが見ごろとなり始め、新緑の美しさ
とも相まって、心地よい風景となっています。 
むろね山野草の会と市民センターの共催による「春の山野草・

盆栽展」でも、季節の山野草やコケ玉などがたくさん並び、小規
模ながら見ごたえのある内容となりました。 
なかなか遠出が難しいご時世ですが、ちょっとしたお出かけで

も、季節の変化を楽しめたらいいなと思います。  （Ｔ.Ｋ） 

室根市民センター・室根まちづくり協議会

ホームページはこちらから！ 
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短
歌
～
佐
藤 

知
男 

選
～ 

川
柳
～
内
田 

正
好 

選
～ 

俳
句
～ 
村
上 

群
青 

選 

～ 

（
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
）

 「ふれあい」文芸コーナーでは、投稿作品を募集しています。

毎月 25日が締切りとなっておりますので、郵送もしくは室根市

民センターへ直接お持ちください。 

 選者による添削ののち、選ばれた句が掲載となります。 

 皆さんの投稿をお待ちしております！ 

 

室
根
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
成
人
教
育
事
業
と
し

て
、「
篠
笛
教
室
」
を
企
画
し
て
い
ま
す
。 

打
ち
囃
子
な
ど
で
使
用
さ
れ
る
篠
笛(

横
笛)

の
作

り
方
や
鳴
ら
し
方
を
数
回
に
分
け
て
学
ぶ
内
容
と
な

る
予
定
で
す
が
、
そ
れ
に
関
連
し
て
、
現
在
、
篠
笛

の
材
料
と
な
る
「
大
名
竹
」（
別
名
：
篠
竹
。
太
さ
が

15
㎜
～
20
㎜
、
節
間
の
長
さ
が
35
～
45
㎝
く
ら
い

の
も
の
）
を
探
し
て
い
ま
す
。 

 

が
体
験
を
通
し
て
楽
し
く
学
ぶ
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。 

今
年
度
は
、
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
活
動
を
引
き
続
き
行
う
他
、「
子

ど
も
土
曜
塾
」
の
夏
の
行
事
や
、
室
根
山
に
あ
る
望
洋
平
キ
ャ

ン
プ
場
の
環
境
美
化
活
動
と
し
て
、
ツ
ツ
ジ
の
剪
定
や
清
掃
、

修
繕
な
ど
、
自
分
た
ち
の
で
き
る
範
囲
で
お
手
伝
い
し
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。 

室
根
町
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
方
で
、
興
味
の
あ
る
方

は
室
根
市
民
セ
ン
タ
ー
（
☎
：6

4
-
2

3
4

7

）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

青
春
は
学
問
バ
イ
ト
碁
に
夢
中 

役
立
た
ず
夏
炉
冬
扇
の
様
な
俺 

闘
病
の
我
が
人
生
は
悔
い
ば
か
り 

 
 
 
 
 
 

矢
越 

加
藤 

光
春 

 

暖
か
な
春
の
陽
射
し
に
う
と
う
と
と 

子
供
ら
を
空
か
ら
見
守
る
鯉
の
ぼ
り 

 
 
 
 
 
 

折
壁 

昭
和 

小
葉 

 

我
が
人
生
に
芽
吹
き
が
欲
し
い
も
う
一
度 

我
が
人
生
百
迄
試
練
卆
寿
坂 

長
閑
に
は
声
を
伸
ば
し
て
牛
の
声 

 
 
 
 
 
 

津
谷
川 

三
浦 

安
幸 

 

九
十
歳
仕
事
は
忘
れ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

天
気
良
く
梅
と
桜
の
花
見
し
て 

八
十
路
坂
登
り
つ
め
た
と
リ
ハ
ビ
リ―

 

 
 
 
 
 
 

矢
越 

小
野
寺 

喜
三
郎 

《
選
者
詠
》 

眼
耳
に
歯
肩
腰
膝
に
喜
寿
サ
イ
ン 

 【室根市民センター】 

青年ふれあい塾で 

一緒に活動しませんか？ 

室
根
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
６
月
17
日(

木)

か
ら
成
人
教

育
「
墨
彩
画
教
室
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

墨
で
描
い
た
絵
に
顔
彩
で
着
色
し
た
華
や
か
な
水
墨
画
の

描
き
方
に
つ
い
て
全
８
回
の
日
程
で
学
び
ま
す
。 

ま
た
、
６
月
18
日(

金)

に
は
「
コ
ケ
玉
教
室
」
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
コ
ケ
玉
を
お
持
ち
の
方
は
、
手
入
れ
の
仕
方
に

つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

歩
く
こ
と
が
で
き
、
景
色
を

楽
し
み
な
が
ら
、
気
軽
に
身

体
を
動
か
し
て
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
の
ひ
と
時
を
楽
し
み

ま
し
た
。 

室
根
市
民
セ
ン
タ
ー
青
年
事
業
「
青
年
ふ
れ

あ
い
塾
」
で
は
、
一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
る
20

代
～
40
代
の
メ
ン
バ
ー
を
募
集
中
で
す
。 

こ
れ
ま
で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を

集
め
て
ワ
ク
チ
ン
を
世
界
に
届
け
る
活
動
の

他
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
や
米
寿
を
迎
え
る

女
性
を
対
象
と
し
た
お
化
粧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
を
通
し
て
、
仲
間
づ
く
り
の
た
め
の
情
報

交
換
や
地
域
貢
献
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

室
根
市
民
セ
ン
タ
ー
の
青
少
年
事
業
「
子
ど
も

土
曜
塾
」
の
夏
の
行
事
に
参
加
し
、
子
ど
も
達 

 

 

令和 2 年度 活動の様子 

し
、
第
１
回
目
を
開
催
し
ま
し
た
。 

浜
横
沢
下
地
区
会
館
か
ら
ア
ジ

サ
イ
ロ
ー
ド
を
巡
り
、
浜
横
沢
バ

ス
停
付
近
ま
で
を
往
復
す
る
コ
ー

ス
で
、
自
宅
近
く
か
ら
の
途
中
参

加
や
、
自
分
に
合
っ
た
ペ
ー
ス
で 

 
 

 

各
教
室
の
開
催
日
な
ど
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、
別
紙
チ
ラ
シ
を
ご
覧
に

な
り
、
室
根
市
民
セ
ン
タ
ー(

☎
：6

4
-

2
3

4
7

)

ま
で
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

エコキャップ活動 

子ども土曜塾でミニ縁日 

「大名竹」探しています！ 
【２区女性学級】 

気軽に楽しく！ 

お散歩ウォーキング 

２
区
女
性
学
級

で
は
、
５
月
～
10
月

の
第
１
日
曜
日
に
、

「
お
散
歩
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

５
月
９
日(

日)

に

は
、
13
名
が
参
加 

 

 

皆
さ
ん
は
、
室
根
町
内
に
神
社
や
お
寺
が
ど

の
く
ら
い
あ
る
か
ご
存
知
で
す
か
？ 

 

室
根
町
史
談
会
・
室
根
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、

６
月
24
日(

月)

か
ら
全
７
回
の
日
程
で
、
町
内

に
あ
る
神
社
仏
閣
、
古
碑
な
ど
の
文
化
財
に
つ

い
て
学
ぶ
文
化
史
講
座
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

身
近
に
あ
る
文
化
財
に
つ
い
て
知
り
、
室
根

町
の
歴
史
的
な
魅
力
を
一
緒
に
再
発
見
し
て
み

ま
せ
ん
か
？ 

 

【
成
人
教
育
】 

墨
彩
画
教
室
・ 

 

コ
ケ
玉
教
室
の
ご
案
内 

木
造
で
冬
は
ま
さ
か
の
石
炭
の 

 
 
 
 
 
 

ス
ト
ー
ブ
だ
っ
た
高
校
時
代 

親
の
愛
知
れ
と
先
生
言
っ
た
の
で 

 
 
 
 
 
 

弁
当
持
っ
て
通
っ
た
高
校 

 
 
 
 
 
 
 
 

矢
越 

加
藤 

光
春 

 

よ
う
や
く
に
長
い
冬
か
ら
春
と
な
り 

 
 
 
 
 
 

花
咲
き
蝶
舞
い
長
閑
な
日
和 

山
里
に
遥
か
に
望
む
春
の
海 

 
 
 
 
 
 

水
平
線
に
大
空
つ
な
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 
 

津
谷
川 

三
浦 

安
幸 

 

雪
解
け
の
川
の
流
れ
に
猫
柳 

 
 
 
 
 
 

身
を
震
わ
せ
て
花
芽
膨
ら
む 

遠
近

お
ち
こ
ち

に
ト
ラ
ク
タ
ー
見
え
耕
し
に 

 
 
 
 
 
 

牛
馬
使
い
し
昔
偲
び
ぬ 

 
 
 
 
 
 
 
 

矢
越 

小
山 

冨
子 

 

穏
や
か
な
日
差
し
を
受
け
て
薯 い

も

を
蒔
き 

 
 
 
 
 
 

亡
夫

つ

ま

を
恋
し
く
思
う
ひ
と
時 

一
人
去
り
二
人
去
り
し
て
過
疎
の
里 

 
 
 
 
 
 

歩
め
ば
侘
し
人
影
見
え
ず 

 
 
 
 
 
 
 
 

津
谷
川 

小
野
寺 

向
子 

《
選
者
詠
》 

鍬
の
先
蛙

か
は
ず

出 い

で
来
ぬ
春
光
も 

 
 
 
 
 
 

混
ぜ
込
み
畑
を
耕
し
を
れ
ば 

こ
の
身
を
ば
あ
の
星
空
に
放
り
た
し 

 
 
 
 
 
 

災
ひ
多
き
こ
の
惑
星

ほ

し

に
飽
き 

 

【文化史講座】 
室根の神社仏閣を知ろう！ 

 

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

別
紙
チ
ラ
シ
を
ご
覧
に
な

り
、
室
根
市
民
セ
ン
タ
ー

(

☎
：6
4

-2
3

4
7

)

ま
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

春
日
和
遠
出
の
町
に
埴
輪
土
器 

春
う
ら
ら
笑
顔
で
挨
拶
老
集
会 

 
 
 
 
 

折
壁 

小
山 

す
ゑ 

 

春
愁
つ
ぼ
み
ふ
く
ら
む
庭
に
佇
つ 

登
山
靴
履
い
た
日
も
あ
り
山
開
く 

折
壁 

佐
藤 

川
古 

 

山
笑
う
木
霊
の
続
く
児
等
の
声 

ゆ
っ
た
り
と
梅
花
藻
ゆ
ら
ぐ
春
の
午
後 

 
 
 
 
 

折
壁 

小
山 

一
扇 

 

強
風
に
耐
え
て
桜
が
咲
き
誇
る 

鯉
の
ぼ
り
桜
吹
雪
の
中
泳
ぐ 

五
月
雛
見
守
る
勇
姿
い
つ
ま
で
も 

 
 
 
 
 

折
壁 

千 

山 
 

菜
の
花
や
小
さ
き
帽
子
の
列
の
先 

満
開
の
桜
か
す
め
て
初
燕 

 
 
 
 
 

折
壁 

雷 

風 
 

蕗
の
薹
夕
餉
に
香
り
酒
の
友 

雨
を
得
て
里
の
野
山
は
若
芽
萌
え 

 
 
 
 
 

津
谷
川 

三
浦 

安
幸 

 

凪
の
海
砂
に
横
這
い
春
う
ら
ら 

大
漁
旗
港
を
渡
る
春
の
風 

畑
掘
り
煙
草
一
服
山
笑
う 

矢
越 

加
藤 

光
春 

 

《
選
者
詠
》 

吾
に
残
る
十
五
の
心
春
の
雲 

 

 

ご
自
宅
等
に
「
大
名
竹
」

が
あ
り
、
お
譲
り
い
た
だ
け

る
方
は
、
室
根
市
民
セ
ン
タ

ー
（
☎
：6

4
-2

3
4

7

）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 


